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地域に根差す、足利赤十字病院の広報誌

● 副院長退任挨拶（高橋 孝行）　● 副院長就任挨拶（古泉　潔）● 副院長退任挨拶（高橋 孝行）　● 副院長就任挨拶（古泉　潔）

● 院長退任挨拶（小松本 悟）● 院長退任挨拶（小松本 悟）
● 院長就任挨拶（室久 俊光）● 院長就任挨拶（室久 俊光）

小松本悟名誉院長［右］と室久俊光院長［左］



　令和３年３月末日をもって院長を退任いたしました。
大過なく職責を果たすことができましたのも、ひとえに
皆様のご厚情とご指導のたまものと心より感謝を申し
上げます。
　平成2年、米国ペンシルバニア大学脳血管研究所での
留学から帰ってきた私は、神経内科部長として足利赤十
字病院に着任しました。初めのうちはすぐに東京へ戻るも
のと思っていましたが、平成6年には副院長になり、病院
の経営状況や将来を真剣に考えるようになりました。足利
の地に根を降ろし、足利赤十字病院と地域医療の発展に
尽力しようと決意したのは平成13年頃のことです。
　当時の病院は勤務医不足に陥り、医師数が60人台に
なっていました。私も常時20人以上の入院患者を抱え、大
変厳しい日々であったと記憶しています。この頃、何度も
同じ夢を見てうなされることがありました。場面は映画「千
と千尋の神隠し」の一コマで、油屋である足利日赤から内
科医師を始め多くの職員が無言で行列をなして出てきま
す。私は「どこへ行くのか？患者さんはどうするのか？」と皆
に尋ねるのですが、全員無言のまま出ていってしまうので
す。その後、なんとか医師を増員することができましたが、
副院長時代にどん底の経験をしたことはその後の病院経
営の糧となっています。

名誉院長（前院長）　小 松 本　悟
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　平成20年に院長に就任した後も様々な出来事があり
ましたが、最も印象深いのは病院の全面移転です。足利
赤十字病院は昭和24年7月1日に初代院長小野康平先
生によって創設され、以後60年の長きに渡り両崖山の麓
で両毛地域の医療を支えて参りました。病院創設の地を
離れることについては院内外から多くの反対がありまし
たが、建物の老朽化や敷地の狭隘化など当時の病院が
抱えるハード面の問題は深刻な状況にあり、病院や地域
医療の未来を考えると全面移転以外に選択肢はありま
せんでした。
　平成23年７月１日、62回目の創立記念日に新足利赤
十字病院は開院しました。一般病床全室個室に挑戦し
た新病院は、移転から10年が経過した現在も高い病床
稼働率を維持し、順調に黒字経営を続けております。さら
に、建物や設備は“次世代型グリーンホスピタル”として
各方面で高く評価され、オランダ･ハーグで開催された
IFHE International Building Award 2016（IFHE国際
医療福祉建築賞2016）での最優秀賞を初め、国内外に
おいて様々な賞を頂くことができました。失敗したら自刃
して詫びようとも考えた一大事業ではありましたが、当院
が大きな発展を遂げる節目に携わることができて大変嬉
しく思っています。ご尽力いただいた全ての方に改めて
御礼を申し上げます。
　足利赤十字病院の歌に「緑色濃き 両崖の山の麓に」
という節があります。現在は渡良瀬川の辺に移転したた
め3番を作ったらどうかというお話がありましたが、私は
反対です。両崖山の麓で創設され、小野院長の作られた
歴史と偉業こそが、足利赤十字病院の出発点であること
を語り継いでほしいと思います。
　私は、初代小野院長の後をただ継いだ一院長にすぎず、
小野院長の偉業には及ぶことは到底出来ていません。
　足利での31年間は、立ち止まらず、ただひたすらに前
だけを見て走り続けて参りました。退任を機に改めて後
ろを振り返ってみると、様々な思い出が一気に蘇ります。
その中には良い思い出と同じくらい反省すべき思い出も
多く、たくさんの方に見守られ、支えられて今の私がある
ということを痛感せずにはいられません。退任後は名誉
院長として、今度は一番後ろから足利赤十字病院を支え
ていく所存です。
　当院は、室久俊光新院長のもとで新たな一歩を踏み出
して参ります。地域の皆様や患者の皆様、職員と共に『足
利赤十字病院にかかってよかった 職員ひとりひとりが勤
めてよかった』と言える病院を創り上げてくれるものと信じ
ております。新体制となりました足利赤十字病院に今後と
も一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、長きに渡り支えてくださった地域
の皆さまならびに関係者の皆さまに心から感謝と御礼を
申し上げ、退任のご挨拶とさせて頂きます。31年間本当
にありがとうございました。

令和３年４月１日　小松本　悟

　この度、足利赤十字病院長を拝命致しました。私にとっ
て身に余る重責ではありますが地域医療、病院に貢献で
きるよう精一杯の努力をする所存です。
　私は獨協医科大学を昭和61年に卒業し直ちに同大学
消化器内科に入局、消化器内科学、特に肝臓病について
研鑽を積んで参りました。肝臓病の中でもウイルス肝炎や
肝硬変、劇症肝炎をふくむ急性肝不全、自己免疫性肝
炎、原発性胆汁性胆管炎の診断、治療を専門にしており
ました。現在は主に消化器領域の内科診療を担当し、また
消化器内視鏡指導医として若手内視鏡医の育成にも携
わっています。
　足利赤十字病院には平成31年1月1日に内科部長とし

て赴任し同年4月1日からは副院長として病院運営に携
わって参りました。その間、前院長である小松本悟先生か
ら病院経営についてご指導を頂き勉強する機会を得るこ
とができました。
　これらの経験を生かして、足利赤十字病院が患者さま
からかかってよかったと思われ、さらに地域で愛され信頼
される病院となるよう、また、職員のひとりひとりが生き生き
と充実して業務に携われるよう努めて参ります。地域の皆
さま、患者の皆さま、そして病院職員の皆さまにはどうか今
後とも一層のご指導、ご支援賜りますよう、何卒よろしくお
願い致します。

院長　室 久　俊 光
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退任のご挨拶 就任のご挨拶



　アメリカ留学を終え1996年に足利赤十字病院に赴任
して気が付くと24年７ヶ月が経過しました。当初は外科
医に復帰したものの４年間のブランクで背中にリハビリ
中の紙を貼りたいくらいでした。内視鏡検査も最初は
おっかなびっくり状態でしたが、２例目からは昔のフィー
リングが戻ってきました。当時は小さな傷で行う腹腔鏡
下胆嚢摘出術が標準術式になりつつあり、胃に対する
腹腔鏡下手術はまだ局所切除が主流で、私のミッション
は胃がんに対する腹腔鏡下手術手技の確立でした。シ
ミュレーションの後ブタでの胃切除と吻合が成功し、実
際に手術に挑戦しました。開腹術に比べ視野の展開が
難しく時間も長く掛かりましたが、出血が少なく術後経過
良好なことに驚きました。その後も自分なりに工夫して手
技の開発を進め、2008年に内視鏡外科学会の技術認
定を取得しました。2013年から2019年までは毎年夏に
福島のラボで若い医師に手術の指導をしました。外科以
外にも沢山の経験をしました。1997年11月 医療訪米団
として病院職員を引率して足利の姉妹都市スプリング
フィールドへの旅に出かけました。
　2001年は日赤スポーツ大会で駅伝に出場し快走した
ものの、それ以後は多忙のため全く運動せず。2005年９
月、学会で健康寿命の話を聞き、寿司を食べた直後に全

速力で走ったら全身が痒くなり、意識を失い路上に転倒
し、意識が戻ったのは救急車の中。診断は運動誘発性
食物依存性アナフィラキシー・ショックで、九死に一生を
得ました。
　2007年10月から感染対策を担当しました。当時は多
剤耐性菌の増加が問題で、指定抗菌薬の届出制を開始
したところ急速に耐性菌が減少しました。
　2011年３月11日、東日本大震災が起きたその日に救
護班班長として出動し、石巻で３日間活動しました。その
後も活動を続け、３年後に栃木県の災害コーディネー
ターを拝命しました。
　2015年２月、患者安全と医療の質の改善を目的とす
るJCIの認証を取得しましたが、2014年に JCI 受審委員
会が設立され委員長に任命され、2021年２月に２度目の
認証更新をすることができました。
　2020年は新型コロナウイルス感染症が大流行、２月
14日から16日までクルーズ船の救護活動を行い、以後
院内の感染対策に力を入れ、幸い院内のクラスター発
生ゼロをキープ出来ました。
　最後になりましたが、長い間本当に有り難うございまし
た。定年退職後も内視鏡検査や外来診療などは継続して
まいりますので、今後とも宜しくお願い申し上げます。

退任のご挨拶
参与（前副院長）　高 橋　孝 行

　常日頃、足利赤十字病院の診療にご協力いただき感
謝申し上げます。この度足利赤十字病院副院長を拝命い
たしました。私は心臓血管外科医として、約20年間従事し
てまいりました。5年前に、当院に赴任させていただき、
　⑴ 心臓血管外科手術の安全性の向上
　⑵ 手術低侵襲化による患者負担軽減
　⑶ 若手心臓外科医の教育
　⑷ ハートチーム医療の構築
に積極的に取り組み、近隣の関連病院からの信頼、需要に

こたえられるよう努めてまいりました。少しずつではありま
すが、これらの取り組みが実を結びつつあることを実感し
ております。今後は、今までの経験を活かし、副院長として
　⑴ 病院全体のパフォーマンスの向上　　 
　⑵ 患者満足度のさらなる向上
　⑶ 職員一人一人のモチベーションの向上 
　⑷ 関連病院とのさらなる連携強化
等に、微力ながら注力していきたいと思います。今後とも
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

就任のご挨拶
副院長　古 泉　 　潔

　足利赤十字病院は、2021年2月6日(土)付で国際的な病院機能評価機構で
あるJCI（Joint Commission International）の認証を更新しました。当院は
2015年2月に国内で9番目、赤十字で初めて認証を取得した医療施設であり、
認証の更新は2018年2月に続いて2回目となります。

　米国の医療施設を対象とした第三者評価機関「The Joint Commission」の国際部
門として1994年に設立された非営利組織であり、世界で最も厳しい基準を持つ病院
機能評価機構として知られています。JCI認証は「患者安全」や「医療の質」において国
際基準を満たしている病院の証であり、海外では医療機関を選択する際の基準にも
なっています。
　2021年3月現在、アジア・中東・欧州などで1,000以上の医療施設が認証を取得して
おり、日本国内では、亀田総合病院（千葉県）、NTT東日本関東病院（東京都）、聖路加
国際病院（東京都）、湘南鎌倉総合病院（神奈川県）、聖隷浜松病院（静岡県）、相澤病院
（長野県）、済生会熊本病院（熊本県）など、31の医療施設が認証を取得しています。

　審査は2月1日(月)～5日(金)の5日間に渡って実
施され、審査方法には「ハイブリッド審査」が適用さ
れました。この審査方法は、従来と同じ実地審査に
Web会議ツール「Zoom」を使用したリモート審査
を組み合わせたものであり、コロナ禍においても
安全に審査を行うことが可能です。審査の方法が
新しくなっても審査工程や審査項目は全く同じで
あり、JCI審査の厳格性に変わりはありません。リ
モートの工程においても、まるで審査員がその場
にいるかのような緊張感の中で審査が進められ、
各部署のトレースやカルテの確認、担当者へのイ
ンタビュー、文書の確認等を通して、13領域、約
1,184個にも及ぶ項目が厳正に審査されました。

　JCIの基準に基づく全ての取り組みは、患者さまの安全や
医療の質の向上を目的としています。例えば、患者さまに対し
て診療の都度「フルネーム」と「生年月日」を確認させていた
だくこともその一つです。取り組み当初はご迷惑をおかけす
ることもありましたが、今では多くの方が自発的にご協力くだ
さるようになりました。この取り組みが病院に定着したことは、
患者さまを取り間違えるリスクを減らし、診療の安全性を高め
ることに繋がっています。
　患者様へ安全で質の高い医療を提供するためには、我々
医療従事者が努力し続けることはもちろん、このような取り組
みを通して、患者の皆さまと一緒に安全に関する文化を醸成
していくことも重要です。当院では患者安全と医療の質を向
上させるために、引き続き様々な活動に取り組んで参ります。

JCI（　　　　　　　  ）の
認証を更新しました

Joint Commission International
国際的病院機能評価機構

▲審査終了後の集合写真

▲認定証を掲げる小松本院長

▲認定証

JCI（Joint Commission International）とは

更新審査の概要 患者安全と医療の質の向上を推進する活動
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活動報告＆お知らせ

今号の表紙 小松本悟名誉院長と室久俊光院長
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寄付の御礼
職員一同、心から御礼申し上げます

足利市立山前小学校・御厨小学校・佐野西中学校から応援メッセージ

　新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、今年度のハートクロスフェスタ及び高校生
病院体験は中止とさせていただきます。皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

　当院では、コロナ禍においても徹底した感染対策
を実施し、日々患者さまへの診療を懸命に続けており
ます。この一年間、患者さまや御家族さまをはじめ地
域の多くの方 ・々会社様から当院への暖かい応援の
お言葉と共に御厚志を賜りました。職員一同、心から
御礼申し上げます。これからも皆様の御厚情を胸に
地域医療への貢献に努めて参りますので、御支援の
程よろしくお願い申し上げます。

ハートクロスフェスタ及び
高校生病院体験中止のお知らせ

▲最初に接種を受けた小松本院長

▲左より 清水検査部長 小松本院長 柳検査技師長

▲ISO15189認定証

▲足利市立山前小学校 ▲足利市立御厨小学校 ▲佐野市立西中学校

▲ワクチン接種エリアは５ブースに分けて行われ（上）、
　接種後は全職員15分の経過観察が行われた（下）

　足利市立山前小学校、足利市立御厨小学校、佐野市立西中学校の皆さまより新型コロナウイルス感染症
の対応にあたる当院職員への応援メッセージをいただきました。皆さまの温かいお言葉は、当院職員の励
みになっております。職員一同、心より感謝申し上げます。新型コロナウイルス感染症の収束の目途は立っ
ておりませんが、皆さまの健康を守るため、これからも職員一同努めて参ります。

　2021年2月11日(木)付で、臨床検査室の国際規格「ISO15189」の認定を更新しました。
当院は2017年2月に同認定を取得しており、今回初めての認定更新となります。
　ISO15189は、国際標準化機構（International Organization for Standardization：
ISO）が定める臨床検査室の品質管理に特化した国際規格です。規格の要求事項は「品質マネ
ジメントシステム（精度やリスクを管理する仕組み）」と「臨床検査の種類に応じた技術能力
（臨床検査の技術能力）」の二つに大別され、認定を取得することは、臨床検査室の品質管理
体制や提供する検査結果の信頼性が国際水準に達していることを意味します。認定期間は4年
間で、2021年2月26日現在、全国で232の臨床検査室が認定を取得しています。
　臨床検査は患者さまの診療に必要不可欠なものです。精度の高い検査結果を迅速に提供す
ることが求められるため、このような審査を通して業務プロセスを見直し、検
査の品質向上を図ることには大きなメリットがあります。また、第三者機関に
よって検査精度が保証されることは、患者さまの安心・信頼にも繋がります。
　当院の臨床検査部では、認定の取得や更新自体を目的とするのではな
く、その過程において品質改善のマネジメントシステムを確立させ、PDCA
サイクルを回し続けることが重要と考えております。患者さまに安全で高品
質な医療を提供するため、国際規格に基づく品質改善活動を継続し、検査
精度やスタッフの技術の向上に努めていきます。

　3月5日（金）に、当院の職員を対象とした新型コロナワクチンの一斉
接種を実施し、975名分の接種を1日で完了しました。
　同日午前9時、ファイザー社製のワクチン1箱（975名分）が納品され
たことを受け、一斉接種を午後12時30分から開始しました。975名分
の接種を1日で行うため、事前のシミュレーションで全体を4つのクール
に分け、対象職員への周知を徹底していました。（1クールあたりの時
間枠は90分、人数は250人程度）また、接種会場には500人収容可能な
講堂を使用し、5つの接種ブースと100席弱の経過観察エリアを設置す
ることで、大人数でも人の流れが停滞しないような環境を整えました。
その結果、一斉接種は大変スムーズに進み、おおよそ6時間ほどで予定
した975名分の接種が完了しました。
　小松本院長は、「院内感染のリスクを低減させ、患者さまに当院を安
心して受診いただくためには、集団免疫を獲得する必要がある。それに
は1日も早いワクチン接種を行うべきと考えていた。事前に入念な準備
を行うことで、1日で約1,000名に接種することが可能であることを証
明できた。『足利赤十字病院モデル』として参考にしていただければ幸
いである。」としました。なお、今回接種を受けた当院職員への2回目の
接種も1回目と同様に975名分を1日で実施しました。

お 知
ら せ

お 知
ら せ

新型コロナワクチンの
一斉接種を実施しました

活 動
報 告

臨床検査室の国際規格
「ISO15189」の認定を更新しました

活 動
報 告

お 知
ら せ

寄付者御芳名
・株式会社サンライフ 様　　・湯澤えり子 様
・日進テクノ株式会社 様　　・茂木光博 様
・浅沼公子 様　　　
・浅沼経営センターグループ 様
・神谷保夫 様　　　　　　　・加藤喜一 様
・山中知代子 様　　　　　　・株式会社かなめ商工 様
・株式会社かなめ商工社員一同 様
・ジェットブラックフラワーズ合同会社 様
・松本幸子 様　　　　　　　・鈴木ユキ子 様
・間々田玉江 様　　　　　　・松吉医科器械株式会社 様
・品田商事株式会社 様　　　・秋山工業株式会社 様
・金井利行 様　　　　　　　・株式会社豊島重機 様
・品田博司 様　　　　　　　・江原弘義 様

※順不同

新型コロナウイルス感染症の対応にあたる当院職員への応援メッセージをいただきました
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豆知識の

栄養課の 春ガツオを食べて

　　　コロナに勝つ
ぞぉ！・ ・ ・ ・窓

■栄養成分（1人分）：221kcal  たんぱく質27.5g  塩分1.2ｇ

● かつお　 ：1柵（200g）
● 塩こしょう ： 少々
● 薄力粉　： 大さじ1
● にんにく  ：1かけ
● サラダ油  ： 大さじ1
● クレソン　： 1束（50g）
★醤油　　 ：小さじ2
★みりん　  ：小さじ2
★酒　　 　：小さじ2

材料［2人分］

　幸せホルモン「セロトニン」をご存知ですか？脳内で分泌され、こころのバランスを保ってくれる神経伝達物
質です。セロトニンは、他の神経伝達物質である興奮性のドーパミンやノルアドレナリンをコントロールし、季
節の変わり目に乱れがちな睡眠の質を高め、精神を安定させてくれます。

セロトニンを増やすには？セロトニンを増やすには？

トリプトファンの多い食品トリプトファンの多い食品

胸部レントゲンって
どのくらい被ばくするの？

Q

　およそ0.05～0.2mSvの被ばくが起こります。
「Sv：シーベルト」とは、放射線の単位です。では、この
数字がどのくらいの量を表しているのでしょうか。私
たちが普段の生活の中で自然にあびてしまう放射線
を「自然放射線」と呼んでいます。自然放射線の発生
源としては、宇宙や食品など様々なものがあり、年間
の被ばく線量は、世界平均で約2.4mSvです。世界
中では、自然放射線による被ばくが高い地域も存在し
ますが、これらの地域においても健康影響が発生して
いるという報告はありません。宇宙線による被ばくは
高度が上がるとその線量も高くなり、飛行機で成田－
ハワイ間を往復すると約0.05mSvとなり、胸部レン
トゲンと同じになります。

A

ＣＴ検査を受けたのですが、発がんの
リスクはどのくらいありますか？

Q

　レントゲン検査よりは被ばくは増えますが、ＣＴ
検査で受けるような100mSv以下の少量の放
射線を受けた場合によるがんのリスクは確認さ
れていません。CT検査で求められることは、診断
に必要な画質を得ることです。しかし、画質を良く
するためには、被ばくも増える関係になっていま
す。当院では、患者さんにより安全で安心に検査
を受けられるように、被ばく低減の努力を行って
おり、診断に必要な画質を得ることとそれに必要
な最低限の放射線量とのバランスを調整しなが
ら検査を行っています。

A

1 クレソンは適当な長さに切り、皿に盛り付ける。
にんにくは薄切りにする。

2 かつおは2cm幅に切り、塩こしょうをふる。
表面に薄力粉を薄くまぶす。

3 フライパンにサラダ油をひいてにんにくを熱し、
色づいたら取り出す。

4 ③のフライパンでかつおを両面焼く。
好みの焼き加減で取り出す。

5 ★をフライパンに合わせて軽く煮詰める。
皿に盛りつけたかつおに回しかける。

診療放射線技師　木下 貴晶

・日光を浴びよう
視覚からの光刺激がセロトニンの合成を促してくれます。

・適度な運動をしよう
歩行など一定のリズム運動は、
セロトニン神経を刺激して覚醒状態を
高めてくれます。

・バランスの良い食事をとろう
セロトニンは、必須アミノ酸のトリプトファンから合成さ
れます。トリプトファンが脳内でセロトニンに変化するに
は、ビタミンB₆、糖質なども必要です。主食・主菜・副菜
をそろえると、栄養バランスが整いやすくなります。

赤身の肉・魚
（カツオ・マグロ）

乳製品
（牛乳・チーズ・
ヨーグルト）

その他
（卵、ナッツ類など）

大豆製品
（豆腐・納豆・おから）

春鰹のガーリックソテー

管理栄養士　平沼 映理子

にんにくにはビタミンB₆が含まれています！

風流鯨


